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気象要因からみた丹沢山地のブナハバチ幼虫による食葉害の発生予測
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Forecasting beech sawfly (Fagineura crenativora) larval feeding
damage based on weather factors in the Tanzawa Mountains

Ⅰ　まえがき



54 神奈川県自然環境保全センター報告　第 14号　（2016）

Ⅱ　材料と方法

１　材料
（1）　食葉害の記録

（2）　気象要因

2　方法

図 1　食葉害の調査地

表 1　食害指数（谷ら 2012a）および食害度
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Ⅲ　検討結果および考察

1　食害度と気象要因の年度推移

2　食害度と各月の気象要因との単相関関係

図2　食害度と総降水量の年度推移および相関係数（R）

図3　食害度と平均気温の年度推移および相関係数（R）

図4　食害度と日照時間との年度推移および相関係数（R）

表 2　 食害度と月間降水量、月平均気温および月間
日照時間との単相関係数

表 3　 食害度を従属変数、気象要因を説明変数にし
た重回帰モデル式

図 5　月間の降水量と食害度との関係
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３　食害度と気象要因との重回帰関係

4　調査地毎の食害指数と気象要因の重回帰関係

図 6　食害度の経年推移と重回帰式による推定値

図 7　調査地毎の食害指数の年度推移

表 4　調査地毎の食害指数による重回帰式

表 5　 檜洞丸および丹沢山の食葉害観察結果（越地
2002）と食害度の推定値
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